
広報奥出雲 6広報奥出雲7

　
九
月
二
十
四
日･

二
十
五
日
に
「
笹
川
良

一
杯
第
二
十
六
回
全
国
選
抜
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
」
が
岩
手
県
花
巻
市
で
、
十
月
十
四
日

か
ら
十
六
日
に
は
「
全
日
本
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

選
手
権
大
会
」
が
長
野
県
松
本
市
で
そ
れ
ぞ

れ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
奥
出
雲
町
か
ら
は
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル･

横

田
ク
ラ
ブ
（
小
早
川
治
幸
さ
ん
、
大
島
喜
一

さ
ん
、
岩
佐
和
雄
さ
ん
、
土
居
光
則
さ
ん
、

中
林
武
夫
さ
ん
、
戸
屋
高
教
さ
ん
）
と
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス･

松
　
ゆ
か
り
さ
ん
（
大
呂
）
が

出
場
し
ま
し
た
。

　
横
田
ク
ラ
ブ
が
全
国
大
会
に
出
場
す
る
の

は
昨
年
に
続
き
二
回
目
。
結
果
は
予
選
リ
ー

グ
二
位
と
、
決
勝
に
は
進
出
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
健
闘
し
ま
し
た
。

　
松
　
さ
ん
は
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス･

ダ
ブ
ル

ス
で
出
場
し
ま
し
た
。
こ
の
大
会
へ
の
出
場

は
初
め
て
で
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
他
の
全

国
大
会
出
場
経
験
を
武
器
に
健
闘
し
ま
し
た
。

　
今
年
百
歳
を
迎
え
る
ご
長
寿
の

方
を
祝
お
う
と
、
九
月
十
三
日
、

勝
田
副
町
長
が
自
宅
や
施
設
を
訪

問
し
、
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
の
祝

詞
と
銀
盃
、
町
か
ら
の
記
念
品
を

贈
呈
し
ま
し
た
。

　
勝
田
副
町
長
は
「
こ
れ
か
ら
も

元
気
に
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
」

と
声
を
か
け
ら
れ
、
皆
さ
ん
笑
顔

で
記
念
品
等
を
受
け
取
ら
れ
ま
し

た
。

百
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

百
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

森
　
山
　
恒
　
代
さ
ん
（
稲
　
原
）

森
　
山
　
登
美
榮
さ
ん
（
横
　
田
）

阿
　
郷
　
ハ
リ
ヱ
さ
ん
（
大
馬
木
）

稲
　
村
　
マ
ツ
ノ
さ
ん
（
上
阿
井
）

伊
　
藤
　
ヨ
　
ノ
さ
ん
（
下
阿
井
）

　
秋
の
交
通
安
全
運
動
の
初
日
と

な
る
九
月
二
十
一
日
、
Ｊ
Ａ
雲
南

か
ら
奥
出
雲
町
に
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

十
七
基
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
役
場
仁
多
庁
舎
を
訪
れ

た
、
Ｊ
Ａ
雲
南
の
赤
名
秋
夫
常
務

理
事
か
ら
「
人
命
保
護
と
被
害
の

軽
減
の
た
め
、
積
極
的
な
活
用
を

お
願
い
し
ま
す
」
と
、
趣
意
書
と

目
録
が
井
上
町
長
に
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

　
Ｊ
Ａ
雲
南
、
共
済
連
島
根
か
ら

の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
寄
贈
は
毎
年

行
わ
れ
て
お
り
、
交
通
事
故
防
止

や
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
に
大
き

く
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
寄
贈
さ
れ
た
カ
ー
ブ
ミ
ラ

ー
は
、
各
地
区
か
ら
の
要
望
を
も

と
に
順
次
設
置
さ
れ
、
こ
れ
か
ら

の
交
通
事
故
防
止
に
役
立
て
ら
れ

ま
す
。

◆
肉
用
種
牛

【
特
選
賞
】

首
席
　
「
か
つ
ふ
く
３
」
号

　
　
矢
木
紳
一
郎
（
亀
嵩
支
部
）

次
席
　
「
ふ
じ
か
つ
８
」
号

　
　
藤
原
ト
ミ
子
（
横
田
支
部
）

三
席
　
「
は
な
ゆ
り
」
号

　
　
佐
藤
　
安
則
（
亀
嵩
支
部
）

団
体
優
勝
　
鳥
上
支
部

◆
肉
用
子
牛

【
特
選
賞
】

首
席
　
「
め
ぐ
み
」
号

　
　
渋
谷
　
昌
宏
（
馬
木
支
部
）

次
席
　
「
い
と
む
す
め
」
号

　
　
勝
田
　
律
江
（
阿
井
支
部
）

三
席
　
「
ゆ
り
ひ
め
」
号

　
　
井
上
　
　
昭
（
阿
井
支
部
）

団
体
優
勝
　
馬
木
支
部

　
平
成
二
十
三
年
度
の
奥
出
雲

町
肉
用
種
牛
共
進
会
が
九
月
十

五
日
、仁
多
中
央
家
畜
集
合
所
で
、

肉
用
子
牛
共
進
会
は
十
月
六
日
、

横
田
畜
産
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
共
進
会
の
う
ち
、肉
用

種
牛
特
選
賞
六
席
ま
で
、肉
用
子

牛
十
席
ま
で
に
入
賞
し
た
出
品

牛
は
、町
の
代
表
と
し
て
県
の
共

進
会
へ
出
場
し
ま
す
。

　
上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　３月１１日に発生した東日本
大震災。奥出雲町では発生翌日
の３月１２日から６日間、被災地・
宮城県色麻町で給水支援活動を
行いました。
　この給水支援活動に対し１０
月４日、色麻町の伊藤拓哉町長
が役場仁多庁舎を訪れ、井上町
長に感謝状を贈りました。

　伊藤色麻町長は「発生直後の最悪の交通状況の中、給水活動に来ていた
だき大変助かりました」と感謝の言葉を述べられました。

　
世
界
で
初
め
て
小
惑
星
の
物
質

を
持
ち
帰
っ
た
小
惑
星
探
査
機
「
は

や
ぶ
さ
」
の
足
跡
を
紹
介
す
る
企

画
展
が
、
九
月
十
日
か
ら
十
月
十

日
ま
で
、
奥
出
雲
多
根
自
然
博
物

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
小
惑
星
探
査
機
は
や
ぶ
さ
六

十
億
キ
ロ
の
旅
と
隕
石
の
ふ
し
ぎ

な
旅
」
と
題

し
た
こ
の
企

画
展
は
、
同

館
が
財
団
法

人
日
本
宇
宙

フ
ォ
ー
ラ
ム

と
国
立
極
地

研
究
所
の
協

力
を
得
て
開

催
。
会
場
に

は
「
は
や
ぶ

さ
」
の
五
分

の
一
サ
イ
ズ

と
八
分
の
一

サ
イ
ズ
模
型

や
、
小
惑
星

「
イ
ト
カ
ワ
」

の
微
粒
子
を

採
取
し
た
帰
還
カ
プ
セ
ル
の
実
物

大
模
型
、
南
極
で
発
見
さ
れ
た
隕

石
な
ど
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
パ
ネ
ル
や
映
像
で
は
、
平
成
十

五
年
の
打
ち
上
げ
か
ら
平
成
二
十

二
年
の
帰
還
ま
で
の
軌
跡
や
搭
載

さ
れ
た
最
先
端
技
術
に
つ
い
て
、

わ
か
り
や
す
く
解
説
さ
れ
、
来
場

者
に
は
や
ぶ
さ
の
凄
さ
と
宇
宙
の

神
秘
を
伝
え
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
（
ジ
ャ
ク
サ･

宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
）
が
認

証
す
る
「
宇
宙
食
メ
ニ
ュ
ー
『
ス

ペ
ー
ス
カ
レ
ー
』
」
や
オ
リ
ジ
ナ

ル
宇
宙
グ
ッ
ズ
の
販
売
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
家
族
連
れ
な
ど
多

く
の
来
場
者
が
、
模
型
や
展
示
に

見
入
っ
た
り
、
展
示
さ
れ
た
隕
石

に
触
れ
る
な
ど
し
、
壮
大
な
宇
宙

に
思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。

首
席「
か
つ
ふ
く
３
」号
と
矢
木
紳
一
郎
さ
ん

首
席「
め
ぐ
み
」号
と
渋
谷
昌
宏
さ
ん

▼
▼

▲伊藤色麻町長（左）と井上町長

▲はやぶさの模型に見入る来場者

▲横田クラブの皆さん

▲松　ゆかりさん（中）

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン

お
祝
い
を
受
け
る
森
山
登
美
榮
さ
ん（
右
）

色
麻
町
か
ら
の
感
謝
状

趣
意
書
と
目
録
を
井
上
町
長
に

手
渡
す
赤
名
常
務
理
事（
右
）

る
び

▲

▲

▲

▲


